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生理研究部門

大島 清 ･目片文夫 ･林 基治

野崎真澄｣清水慶子1)

研究概要

1)マカクザル胎児の感覚系発達に関する生理

学的研究

大島 酒

マカクザルの胎生各期における感覚系の発達を

電気生理学的 ･生化学的に解明する.

2)ProstaglandinE2のサル子宮頚管に与え

る影響

大島 酒 ･治水慶子

PGE2を妊娠末期のサル子宮頚管内に投与し､
頚管の熱化､分娩誘発および胎児に与える影響を

調べた｡

3)ニホンザルの繁殖期の季節性のメカニズム

の神経内分泌学的研究

1)教務職員
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大島 約

4)サルとヒトの比較セクソロジー

大品 柄

5)血管平滑筋細胞膜のfG気生理学的研究

日片文夫

i) ピッチクランプ方による平滑筋細胞膜のnl-

イオンチャンネル悶流の熱力学的解析

ii)心筋と冠状血管平滑筋との電気的相互作用

6)サル脳内神経活性物質の分布特性

林 基治

中枢神経系における神経成長因子 (NGF)の

分布を高感度酵素免疫測定法を用いて調べた｡

7)サル脳内神経活性物質の個体発生

林 基治 ･山下晶子 ･滑水慶子

小脳におけるソマトスタチン､CCK-81P物質

の発達を免疫組織化学法を用いて調べた｡

8)霊長頬の生植T)ズムの発現機序

野崎民澄

ニホンザルの季節繁殖リズムの発現に日長や環

境温度がどのような影響を及ぼしているかを生殖

関連ホルモンの分泌動態を指標にして調べた｡

9)霊長頬の松果体の光感受性

野崎長粒

ニホンザルの松果体の光感受性の程度を調べ声

ため種々の光条件下で飼育して夜間一定時間､点

灯実験を行った｡結果は現在解析中である｡

10)サル胎児消化管の発生細胞学的研究

滑水慶子

胎生各期における消化管細胞の発達を免疫組織

化学法を用いて調べた｡
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